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年
頭
の
所
感

髙
木
　
義
明 

（
文
部
科
学
大
臣
）

平
成
二
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

政
権
交
代
か
ら
一
年
半
、
文
部
科
学
行
政
は
国
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
高
等
学
校
等
の
授
業
料
実
質
無

償
化
の
実
現
な
ど
改
革
の
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
、
ま
た
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
資
源
の
乏
し
い
我
が
国
が
引
き
続
き
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
人
と
知
恵
」
の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
少
子
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、「
元
気
な
日
本
」
の
復
活
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
本
年
も
、
改
革
を
着
実
に
進
め
、
成
果
に
結

び
つ
け
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

先
般
、
民
主
党
政
権
と
し
て
初
の
本
格
編
成
と
な
る
平
成
二
十
三
年
度
予
算
案
を
決
定
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
原
動
力
で
あ
る

「
強
い
人
材
」
を
実
現
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
予
算
と
し
て
五
兆
五
千
億
円
余
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
下
で
対
前
年
度
〇
・
九
％
減
の
微
減
に
と
ど
め
、
補
正
予
算
・
予
備
費
を
含
め
る
と
対
前
年
度
二
・
八
％
増
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
「
元
気
な
日
本
復
活
特
別
枠
」
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
二
十
八
万
通
も
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に



3 大学と学生 2011.1

支
え
ら
れ
、
多
く
の
予
算
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

教
育
は
社
会
の
基
盤
で
あ
り
、
自
立
し
、
自
己
主
張
で
き
る
人
間
の
形
成
、
自
然
と
の
共
生
、
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
協
調
の

精
神
の
醸
成
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
最
近
の
日
本
人
は
内
向
き
と
の
指
摘
が
あ
る
中
で
、
高
い
国
際
感
覚
を
備
え
、
国

際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
本
年
四
月
に
は
、
い
よ
い
よ
小
学
校
で
、
授
業
時
数
や
教
育
内
容

を
充
実
し
た
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。
教
員
の
質
と
数
の
充
実
や
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
学
び

の
創
造
と
と
も
に
、
教
育
費
負
担
の
更
な
る
軽
減
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
・
老
朽
化
対
策
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
少
人
数
学
級
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
四
十
人
学
級
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
五
十
五
年
以
来
、
実
に
三
十
年
ぶ
り
に
学
級

編
制
の
標
準
を
引
き
下
げ
、
小
学
一
年
生
で
三
十
五
人
以
下
学
級
を
制
度
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
教
員
が
子
ど
も
一
人
一

人
に
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
で
質
の
高
い
教
育
を
行
う
た
め
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
お
約
束
し
た
少
人
数
学
級
推
進
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
や
学
校
の
実
情
に
応
じ
た

柔
軟
な
学
級
編
制
を
実
施
で
き
る
よ
う
制
度
改
正
を
進
め
る
ほ
か
、
教
員
の
質
に
つ
い
て
も
、
中
央
教
育
審
議
会
の
審
議
を
踏
ま

え
、
養
成
・
採
用
・
研
修
の
各
段
階
を
通
じ
た
総
合
的
な
向
上
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
の
知
的
創
造
の
中
核
機
関
で
あ
る
大
学
の
教
育
・
研
究
機
能
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
来
年
度
予

算
案
で
は
大
学
関
係
主
要
経
費
を
増
額
し
た
ほ
か
、
奨
学
金
や
授
業
料
減
免
措
置
へ
の
支
援
の
拡
充
に
よ
る
教
育
費
負
担
の
軽
減

や
、
税
制
面
で
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
医
師
不
足
の
解
消
に
向
け
、
教
育
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
医

師
養
成
数
を
増
員
し
ま
す
。

深
刻
な
状
況
が
続
く
新
卒
者
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
経
済
界
、
労
働
界
、
教
育
界
の
連
携
を
進
め
、
採
用
枠
の
拡
大
、
卒
業
後
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三
年
以
内
の
新
卒
者
扱
い
、
就
職
採
用
活
動
の
早
期
化
・
長
期
化
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
科
学
技
術
に
つ
い
て
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
た
「
は
や
ぶ
さ
」
の
帰
還
や
、
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子
さ
ん
と

野
口
聡
一
さ
ん
の
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
活
躍
、
鈴
木
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
と
根
岸
パ
デ
ュ
ー
大
学
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
な
ど
、
日
本
の
科
学
技
術
の
水
準
の
高
さ
を
示
す
多
く
の
明
る
い
話
題
が
あ
り
、
改
め
て
科
学
技
術
の
意
義
・
重
要
性
を

感
じ
た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
は
、
我
が
国
の
科
学
技
術
政
策
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
方
針
と
な
る
第
四
期
科
学

技
術
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
科
学
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
や
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
我
が
国
が
直
面
す
る
重
要
課
題
へ
の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
基
礎
研
究
と
人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
確
実
に
推
進
す
べ
く
、
政
府
研
究
開
発
投
資
に
つ
い

て
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
一
％
や
総
額
約
二
十
五
兆
円
と
い
っ
た
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
の
文
部
科
学
省
の
科
学
技
術
予
算
は
、
対
前
年
度
三
・
三
％
増
の
一
兆
六
百
八
十
三
億
円
を
確
保
し
、

菅
総
理
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
新
基
本
計
画
初
年
度
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
我
が
国
の
基
礎
研
究
を
支
え
る
科
学
研
究
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
制
度
創
設
以
来
、
約
半
世
紀
に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
最

大
と
な
る
六
百
三
十
三
億
円
の
増
額
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
特
に
若
手
の
研
究
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る
メ
ニ
ュ
ー
に
つ

い
て
は
、
研
究
現
場
の
声
を
踏
ま
え
、
基
金
化
に
よ
る
研
究
費
の
複
数
年
度
使
用
を
可
能
と
し
、
効
果
的
・
効
率
的
に
研
究
を
行

え
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
未
来
を
つ
く
る
基
礎
研
究
や
若
手
研
究
者
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
が
希
望
を
も

っ
て
科
学
の
道
を
選
び
、
そ
の
柔
軟
な
発
想
と
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
研
究
開
発
を
担
う
法
人
に
つ
い
て
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
国
際
競
争
力
と
機
動
的
で
弾
力
的
な
運
営
の
実
現
を
目

指
し
、
内
閣
府
を
は
じ
め
関
係
府
省
と
連
携
し
、
国
の
研
究
機
関
に
関
す
る
新
た
な
制
度
の
創
設
に
向
け
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
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り
ま
す
。

科
学
技
術
は
成
果
が
す
ぐ
に
は
見
え
に
く
い
一
面
が
あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
、
国
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得

つ
つ
、
科
学
技
術
の
更
な
る
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
や
広
州
ア
ジ
ア
大
会
に
お
け
る
日
本
人
選
手
の
活
躍
は
、
国
民
に
夢
と
感
動
を

与
え
ま
し
た
。
今
年
は
「
ス
ポ
ー
ツ
立
国
戦
略
元
年
」
で
あ
り
、我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
々
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
や
感
動
を
分
か
ち
、
互
い
に
支
え
合
う
「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
の
確
立
を
目
指
し

て
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日
本
選
手
が
世
界
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・
強
化
に
努
め
ま
す
。

昨
年
は
「
平
城
遷
都
千
三
百
年
」
記
念
の
年
で
も
あ
り
、
復
原
し
た
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
第
一
次
大
極
殿
で
昨
年
十
月
に
行
っ

た
記
念
祝
典
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
、
期
間
中
、
県
内
外
か
ら
予
想
を
上
回
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
文
化
芸
術

は
、
心
豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
社
会
を
構
築
し
て
国
力
の
増
進
を
図
る
上
で
必
要
不
可
欠
で
す
。

今
こ
そ
、
国
家
戦
略
と
し
て
文
化
芸
術
を
振
興
す
る
た
め
、
新
た
な
基
本
方
針
の
策
定
や
美
術
品
国
家
補
償
制
度
の
創
設
な
ど
に

取
り
組
み
、「
文
化
芸
術
立
国
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
他
、
文
部
科
学
行
政
に
お
い
て
は
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
文
部
科
学
行
政
の
責
任
を
担
う
者
と

し
て
、
文
部
科
学
行
政
の
重
要
性
を
心
に
刻
み
、「
熟
議
」
の
取
組
な
ど
を
通
じ
て
国
民
の
皆
様
方
の
意
見
を
十
分
汲
み
取
り
な

が
ら
、
そ
の
充
実
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


